
役員からの年頭のご挨拶
会長　小田　洋之
新年あけましておめでとうございます。
2014年は御嶽山の火山噴火をはじめ土砂災害など様々な自然災害に見舞われました。
また、社会生活の上で日本を取り巻く国際情勢や政治、経済面においても大きく揺れ動いた激動の一年でした。
この様な中でBJにとって嬉しいニュースが「認定NPO法人」の資格取得です。2年前の申請では不成功に終わりましたが、事務局が中心となり粘り強く準備を積み重ね再チャレンジの末に、行政の厳しい審査基準をクリアし「認定NPO法人」へ格上げが決まりました。これに伴いBJに税制優遇措置が与えられ、寄付金や助成金の一部が年末調整で還元され寄付が受けやすくなり、同時に法人としての社会的信用度も高まることが期待されます。
今後、認定NPO法人のメリットをどのように有効活用して行けるかが、組織強化に課された課題であると言えましょう。
競技活動の面では、いくつかの素晴らしいニュースがありました。
まず、海外在住の20代の日本人ボウラー(長谷部健太君)がオーストラリアNSW州のクラブチャンピオン大会で優勝を果たし、NSW州10万人のローンボウラーの頂点に立ちました。これまでボウルズジャパンの誰もが成し得なかった快挙です。
11月にニュージランドで開催されたWorld Singles Champion of Champions大会で合田洋子さんが5勝3敗というかってない好成績で予選グループ5位になりました。この５勝の中には優勝したスコットランドのLorna Smith選手を倒した1勝も含まれており、現地の新聞にGiant-killerなるあだ名で紹介されたほどです。これもこれまでになかった事です。
また、国内でも高校生や大学生ボウラーが力をつけて来ており、国内の各種大会において若手ボウラーと経験を積んだ中高年ボウラーとの間でハイレベルのゲームが繰り広げられるようになって来ています。
新しい年がご家族のみなさんの幸せとBJ発展の飛躍の年となりますよう、お祈りします。
理事長　山田　 誠
謹賀新年　　

私はこれまで、仕事柄、頂点をめざすアスリートスポーツから楽しみのためのレクリエーションスポーツまで、選手として指導者として様々なスポーツに係わってきました。その過程で80年代の後半にローンボウルズに出会うことになりましたが、実際に体験を重ねるとスポーツに対する概念が一変しました。
ローンボウルズは競技性と社交性、レクリエーション性の絶妙なバランスがとれた稀有な存在であること。そして障がいの有無、体力の差、トップと初心者というレベルの違いなどの障壁も乗り越えて、だれでもが同じ場で同じ条件でゲームができて楽しめるのは、ローンボウルズが一番ということがわかってきました。
　2014年にはBJが組織として認定NPO法人に格上げされましたが、その趣旨のひとつに「ノーマライゼーションの推進」をあげています。
（※「ノーマライゼーション　normalization」とは障害者や高齢者がほかの人々と等しく生きる社会・福祉環境の整備，実現を目指す考え：出典｜ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典）
　BJ会員の皆様にとっては目指すものがそれぞれ違うかもしれませんが、ローンボウルズの特性を活かすためにも、またBJが社会的責任を果たすためにも、そして会員相互が安寧な活動を続けるためにも、共通の目的としてぜひ「ノーマライゼーションの推進」にご理解とご協力を賜りたいと思います。
　新しい年が皆様にとって充実した、おだやかな一年となりますようお祈り申し上げます。
一般情報など
（１）関西ワールドマスターズゲームズ2021にローンボウルズの採用を！
　　　　ワールドマスターズゲームズとは、4年に1回開催される世界規模の国際総合スポーツ競技

大会であり、オリンピックが世界のアマチュア・トップクラスを対象としているのに対し、
マスターズは30歳以上の一般スポーツマン(誰でも希望すれば出場できる)を対象としていま

す。このたび関西広域連合（関西の９府県・市で構成）が国際マスターズ協会に申し込みし、
2021年に関西で開催することを決定しました。2021年大会はワールドマスターズとしては

第10回になる記念大会であり、かつアジアでは初の開催となります。（ちなみに、2005年は

カナダ・エドモントン、2009年オーストラリア・シドニー、2013年イタリア・トリノ、

2017年ニュージーランド・オークランドとなっています。）
　この大会にローンボウルズが種目のひとつとして採用されればローンボウルズの知名度が
一層あがりますから、是非採用してほしいと井戸敏三兵庫県知事（関西ワールドマスターズゲ
ームズ2021組織委員会会長に就いておられる）に文書でお願いしていましたが、「前向きに
検討する」という回答をいただきました。

　実際の種目の決定作業は、これから事務方の手で2015年度から2016年度にかけて行われ

ていきます（開催時期は2021年5月の大型連休後の10日間の予定）ので、BJとしてもそれ
に対応して協力していき、種目採用を確定的なものにしていく必要があります。種目採用が
決定されればBJの総力を挙げて、大会の企画・運営に取り組んで行くことにもなります。
関西広域連合がこの大会を開催する狙いは、世界各国および日本全国からできるだけ多くの
参加者を集め、関西各地の観光収入の増加に寄与しようということですから、ローンボウルズ

もできるだけ多くの参加者が呼べるような大会を計画し、またPRしていく必要があります。
　実際の採用種目ですが、次の4段階にランク分けされています。

１．コア競技(16種目)　　２．オプショナル競技（約13種目）　３．オープン競技

　　４．デモンストレーション競技
コア競技とは国際マスターズ協会が指定している既定の競技種目であり、この中にはローンボウルズは含まれていません。オプショナル競技は開催元が任意に選定して国際マスターズ協会
に承認してもらう種目であり、2009年オーストラリア・シドニーと2017年ニュージーランド・オークランドではローンボウルズが採用されています。オープン競技、デモンストレーシ
ョン競技は国際マスターズ協会には届けずに関西広域連合が独自に自主的に開催するものです。なるべくならば「オプショナル競技」として採用してもらいたいのですが、他の競技種目との間で国内競技者人口などの比較をされて決定されます。BJとしては、海外競技者人口が多いことをアピールしていきたいと考えます。みなさまも機会があれば、関係者へのアピールのご協力をお願いします。
（２）国際ルールブック改定版の発行について
　　　　現在の国際ルールブック（ローンボウルズ規則集クリスタルマーク第2版）は2011年4月1日に発行したものですが、このたびWorld Bowlsから改定版（クリスタルマーク第3版）が2014年8月のWorld Bowls年次総会にて承認されたとして送られてきました。遅くとも2015年4月1日までには第3版に切り替えるべしとのことです。

　　　　ルールの内容は大筋としてはほとんど変更ありませんが、細かい点ではいくつかの変更があります。例えば、フットフォールティングの定義の変更、リスポット位置のオプションの追加、

　　　遅いプレーに対する規制の追加等々です。

　　　規則集としてのいちばん大きな変更は、各ルールの配列番号ががらりと入れ替わったことです。これまで後ろにあったものが前に出てきたりと、並べ方がすっかり入れ替わっています。これまで分かりにくかった点を、より分かりやすくしたという理由によるもののようです。

　　　　BJ総務委員会で翻訳作業をしておりましたが、ほぼ完了しましたので1月末頃には印刷完了、販売できる予定です。新規に購入する方にはこれまでと同じ価格の1冊500円(内、60円はWBへの印税)で販売し、旧版(第2版)をお持ちの方には1冊300円で交換する予定でいます。
（３）訃報
　　　　慎んでお知らせします。

兵庫車椅子ローンボウルズクラブの藤原英良さんは11月から病気療養中でありましたが

、年末の12月29日に永眠されました。享年59歳でした。
藤原さんは平成18年にはマレーシアで開催されたフェスピック大会で金メダルを獲得するな
ど多大な活躍をされていた車椅子ボウラーですが、惜しい人を失いました。

ご冥福をお祈りします。
2014年12月の行事、活動などの結果
（１）Aリーグカップ2014年後期大会終了
主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン　
日時：12月7日（日）、14日（日）12:45～16:00　 をもって、後期の競技日程を終了した。

表彰式は新年1月11日（日）に行われる。表彰対象者は次の通り。
	
	A-1リーグ

	A-2リーグ

	１位
	小野宦司（ＡＬＢＣ）  119点

松井康有(タッチャーズ) 119点
	西口　明（タッチャーズ）       116点

	2位
	佐藤充子（ＡＬＢＣ）   118点
	山根英輝（ローンボウルズ中崎）107.5点

	3位
	藤川辰美（ＡＬＢＣ）   111点
	入江和俊（ＡＬＢＣ）            107点


	参加日数1回あたり平均獲得得点の上位者
（ただし、参加日数が4回以上を対象）

	１位　山田　誠 （神戸ボウルズ） 73点/6回=12.17点/回
２位　坂本紘一 （タッチャーズ） 72点/6回=12.00点/回
３位　藤崎政和（ALBC）   　　107点/9回=11.89点/回


（２）SVリーグ2014年度後期大会(第5,6節) 
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部

主管：SVリーグ実行委員会（リーダー：グリーン、記録：学園ワイズ、会計：ALBC）
日時：12月10日（水）、20日（土）12:30～16:00　　　(12月20日は雨天中止)
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
結果：12月20日終了後の最終結果成績順位は次の通り。
	順位
	1位
	2位
	3位
	4位
	5位
	6位
	7位
	8位
	9位
	10位
	11位
	12位

	チーム名
	カナダ会 
	学園　B
	神戸ｸﾞﾘｰﾝ
	ﾀｯﾁｬｽﾞC 
	ﾀｯﾁｬｽﾞA
	ﾀｯﾁｬｽﾞB
	学園A
	中崎

	ALBC

-C
	ALBC

-A
	兵庫車椅子
	ALBC

-B

	勝点
	 27
	 22
	 22
	 21
	 20
	 18
	 12
	 12
	 9
	 9
	  4
	  1

	点差
	+42
	+76
	+30
	+28
	+7
	+13
	-4
	-29
	-16
	-30
	-54
	-63


（３）ローンボウルズ中崎リーグ戦(12月度) 
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：12月8日(月)、15日（月）　12:30～17:00
      　　場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）

      結果：
	
	12月8日
	12月15日
	10月～12月総合

	1位
	山根英輝（ＬＢ中崎）
	前林典子（ＬＢ中崎）     
	関　政美（ＡＬＢＣ）

	2位
	船引啓吾（神戸グリーン）
	山根英輝（ＬＢ中崎）
	山根英輝（ＬＢ中崎）

	3位
	関　政美（ＡＬＢＣ）
	小野叶子（ＡＬＢＣ）
	神田　勉（ＬＢ中崎）


（４）平成26年度日本レクリエーション協会加盟団体運営代表者会議に出席
主催：公益財団法人日本レクリエーション協会
場所：国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区）
日時：12月2日（火）13:00～19:30　

出席者：依田ＢＪ副理事長、斎藤（YC&AC）
議事：１）日レク小西理事長、文科省スポーツ振興課　森岡課長あいさつ

　　　２）平成27年度のスポーツ振興施策の説明（文科省スポーツ振興課）

　　　３）平成27年度スポーツ振興くじ助成の説明（日本スポーツ振興センター）

　　　４）スポーツ安全保険の説明(公益財団法人スポーツ安全協会)
　　　５）平成27年度の日レク基本方針と重要施策の説明（日レク　浅野常務理事）

　　　６）分科会：BJは2015年11月開催予定の第4回ジャパンオープン大会
　　　　　　　　　についてPRした。

（５）垂水健康公園合同練習会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：宮北、大畑、奥村]  
　　　　　日時：12月9日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      結果：参加人数　　約20名
（６）第10回アジア地域選手権大会の結果
主催：アジア・ローンボウルズ連盟　　　　　　主管：中国Multi Bowls Association　　　　　　
日時：12月1日（月）～12月10日（水）　　 場所：中国　深圳市
出場国：男子は10カ国。インド、パキスタン、ブルネー、マレーシア、シンガポール、

フィリッピン、マカオ、中国、香港、日本。女子はパキスタンを除く9カ国。
	種目
	方式
	出場選手
	対戦結果
	予選グループ順位

	男子

ｼﾝｸﾞﾙｽ
	1人4球

9ｴﾝﾄﾞ×

2ｾｯﾄ方式
	奥田　昭
	対ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ 11:6,4:14  △

対中国 　　8:8,3:11  ×

対ブルネー 4:14,9:5  △

対マカオ    8:6,6:7  △

３分け１敗で4位。
	１位 ブルネー　3勝１分け

2位 ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ　１勝2分け１敗

3位　中国　　2勝2敗

4位　日本    3分け１敗

5位 マカオ   2分け１敗

ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝに勝っておれば、中国、ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝを抜いて2位になれていた。

	男子

ﾌｫｱｰｽﾞ
	1人2球

×14ｴﾝﾄﾞ

方式


	野上哲男

国頭隆雄
合田純二

森　紘一
	対ﾏﾚｰｼｱ     9：13  ×

対香港      9：13  ×

対ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ  9：13  ×

対マカオ   12：10  ○

1勝3敗であるが、得失

点差で3位。


	１位 ﾏﾚｰｼｱ　4勝0敗

2位 香港　  3勝１敗

3位　日本 　1勝3敗

4位 マカオ  1勝3敗

5位 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1勝3敗

香港に5点差で勝っておれば、香港を抜いて日本が2位になれていた。

	男子

ﾍﾟｱｰｽﾞ
	1人3球

×14ｴﾝﾄﾞ

方式


	国頭隆雄

森　紘一
	対中国      7：15  ×

対香港      3：22  ×

対ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 13：16  ×

対マカオ    5：18  ×

0勝4敗で5位。
	１位 香港　  3勝1分け

2位 マカオ　 3勝１分け

3位 中国　　 2勝2敗

4位 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1勝3敗

5位 日本     0勝4敗

	男子

ﾄﾘﾌﾟﾙｽﾞ
	1人2球

×14ｴﾝﾄﾞ

方式


	野上哲男

合田純二

奥田　昭
	対ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ 10：12  ×

対インド  10：18  ×

対ブルネー 7：13  ×

対ﾊﾟｷｽﾀﾝ  22：5   ○

1勝3敗で4位。
	１位 インド　 4勝0敗

2位 ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ　2勝2敗

3位 ブルネー 2勝2敗

4位　日本    1勝3敗

5位 ﾊﾟｷｽﾀﾝ   1勝3敗

ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝに勝っておれば、ブルネー、ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝを抜いて2位になれていた。

	女子

ｼﾝｸﾞﾙｽ
	1人4球

9ｴﾝﾄﾞ×

2ｾｯﾄ方式
	合田洋子
	対ﾏﾚｰｼｱ  5:14, 7:8   ×

対香港    6:12, 8:8  ×

対ブルネー 4:8, 8:8  ×

対マカオ  5:10, 9:10  ×

0勝4敗で5位。


	１位 ﾏﾚｰｼｱ　 4勝0敗

2位 香港　  3勝１敗

3位 マカオ  2勝2敗

4位 ブルネー 1勝3敗

5位 日本     0勝4敗

直前までの1週間をニュージーの早いグリーンで戦ってきた影響で、どうしても距離が合わなかった。

	女子

ﾌｫｱｰｽﾞ
	1人2球

×14ｴﾝﾄﾞ

方式


	野上京子

森　弘子
前林典子

垣内紀子
	対中国      10：15  ×

対香港       7：20  ×

対ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ   8：23  ×

0勝3敗で4位。
	１位 香港　  3勝0敗

2位 中国　   2勝１敗

3位 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1勝2敗

4位 日本　   0勝3敗

	女子

ﾍﾟｱｰｽﾞ
	1人3球

×14ｴﾝﾄﾞ

方式


	前林典子
合田洋子
	対インド     4：16  ×

対香港       5：18  ×

対ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ   11：7  ○
1勝2敗で4位。


	１位 インド　 2勝1敗

2位 香港　   2勝１敗

3位 ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 1勝2敗

4位 日本　   1勝2敗
香港に勝っておれば、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ,香港を抜いて日本が2位になれていた。

	女子

ﾄﾘﾌﾟﾙｽﾞ
	1人2球

×14ｴﾝﾄﾞ

方式


	野上京子

森　弘子

垣内紀子
	対中国      2：26  ×

対インド    4：27  ×

対ﾏﾚｰｼｱ     5：19  ×

0勝3敗で4位。


	１位 インド　 2勝1敗

2位 中国　   2勝１敗

3位  ﾏﾚｰｼｱ   2勝1敗

4位 日本　   0勝3敗

日本がﾏﾚｰｼｱの得点を19点に抑えたために、ﾏﾚｰｼｱは得失点差1点の差で中国に負け3位となり、泣いていた。


予選ラウンドで上位2位までが決勝ラウンドに進出できるが、どの種目も残念ながら
決勝進出にはならなかった。上の記事のコメントは「たら・れば」論で意味が無いと言えば
無いが、別の見かたをすれば、アジア各国間の戦いはかなり戦力が接近しておりわずか1勝、
1点の差で順位に大きく影響してくる関係にあるということも示している。
（６）アジア・ローンボウルズ連盟に出席　

　　　　毎年、アジア大会の時機に合わせて開催される上記理事会に、森事務局長が出席した。　
日時：12月8日（月）20:00～21:00　　 場所：深圳ﾒﾄﾛﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ内会議室
出席者：メンバー理事国１３（中国、ﾌﾞﾙﾈｰ､ｲﾝﾄﾞ､ﾏﾚｰｼｱ､香港、日本、ﾌｨﾘｯﾋﾟﾝ､ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ､ﾀｲ､

        ﾏｶｵ､ｽﾘﾗﾝｶ､ﾊﾟｷｽﾀﾝ､UAE)のうち10ケ国が出席

議事：１．2015-2016年度役員の決定

　　　　　　永久名誉会長：Tun Ahmad Sarji Abdul Hamid(ﾏﾚｰｼｱ)

            会長：Ye Sui Ying(中国)
　　　　　会長代理：Dato Malai Ali Othman(ﾌﾞﾙﾈｰ)
          副会長１：Sunaina Kumari(ｲﾝﾄﾞ)
            副会長2：Hj Jaman Hj Jamahat(ﾏﾚｰｼｱ)

          事務局長：Cyril Leung(香港)

　　２．次回のアジア大会ホスト国の決定

　　　　　2015年大会は8月にブルネーで行う（決定）

　　　　　2016年大会はﾏﾚｰｼｱとｲﾝﾄﾞで協議し、どちらかがホスト国となる（予定）

　　　　日本が開催しないかとの打診があったが、財政的に無理として辞退した(約１千

万円必要)。

　　３．委員会組織の設定

　　　　アジア連盟内に、(1)ボウルズ普及委員会、(2)技術委員会、(3)コーチ委員会

　　　　を新設することが決定され、とりあえず(1)の委員長にJacky Wongが指名され

　　　　(2),(3)の委員長は香港とﾏﾚｰｼｱから出すことが決定された。

　　４．運営資金の積み立てについて

　　　　これまで、アジア連盟の活動予算はゼロであったが、何らかの資金基盤は持つ必

要があるとの認識から、当面１ケ国あたり500米ドル（約55千円）を拠出しあ
って基礎資金とすることが賛成多数により決定された。

　　　　

2015年1月以降の計画、予定
（１）SVリーグ2014年度後期大会(第7,8節)

主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本BJ兵庫支部
主管：SVリーグ実行委員会
リーダー： 神戸グリーン倶楽部 　

会計： ＡＬＢＣ 　　　記録： 学園都市ワイズ 　
場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
日時：1月7日（水）、24日（土）12:30～16:00　　　
　　競技内容：ペアーズ戦を２ゲーム行う。一人４球×80分時間制
（２）Aリーグカップ2015年前期大会(第1,2節)

主催：Aリーグ実行委員会
場所：明石公園ローンボウルズグリーン
日時：1月11日（日）、25日（日）12:45～16:00　
参加申込み：事前申込みは不要。当日、会場への来場で可。
なお、1月10日（土）１０時～１５時は初心者体験教室を開催する。 
（３）中崎リーグの1月の開催予定
　　　　　主催：ローンボウルズ中崎
　　　　　日時：1月12日、19日
いずれも月曜日　12:30～17:00  （雨天の場合は次週に順延）
場所：明石市中崎遊園地内ローンボウルズコート（天然芝、4リンク）
　　　　　募集人員：max.24名（当日自由参加）。組み合わせは、当日抽選により決定。
                    参加申し込みはローンボウルズ中崎　前林さんまで
（４）しあわせの村新春コンペ大会
主催：BJ兵庫支部有志世話人グループ
　　　　　日時：1月10日（土）12時半～16時
      場所：しあわせの村ローンボウルズグリーン
      内容：一人３球×８エンドのトリプルズ戦を3ゲーム行い、勝ち点・得失点差等により

　　　　　　順位決定する。チーム編成は、当日朝の抽選により決定する。　 
　　　参加費：ひとり500円
　　申し込み：神戸タッチャーズ坂本紘一氏まで、メールまたはFAXにて。

　　　　　　　先着42名で締め切り
（５）垂水健康公園合同練習会
主催：認定NPO法人ローンボウルズ日本兵庫支部　[担当委員：宮北、大畑、奥村]  
　　　　　日時：1月13日（火）9時～13時
      場所：神戸市立垂水健康公園テニスコート
      内容：参加人数によりペアーズ戦またはトリプルズ戦にて3～4ゲームを行う。
　　　　　　チーム編成は、当日朝の抽選により決定する。　 
会員からの投稿
第10回アジア地域選手権大会（中国　深圳）に参加した感想
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本カナダ会　 野上京子
　日本を出て深圳に入り、3日目よりトリプル（１人２球）のリードとして参加しました。
初めての海外試合でした。　１日１試合でリンクに慣れる間もなく他国のレベルの高さに圧倒され「アッ」と言う間に３日間が過ぎ、次の３日間はフォアーズのサードとして参加。これも又１日１試合で、少しはリンクと雰囲気には慣れましたが、ボールがジャックに近付いて喜んだのも束の間でした。相手の距離感、ラインの取り方、フォームの良さに魅せられました。　

今回の経験を生かしてもっともっと練習を積み重ねて少しでもレベルが上がるように頑張りたいと思います。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NPO法人ALBC　　垣内紀子
大会は中国深圳の筆架山公園の中の天然芝グリーン（２グリーンあり）で開催されました。

私は海外試合の参加は初めてで、試合にはたいへん緊張し、十分な成果を上げることは出来ませんでした。特に気付いたことは、外国選手は投球フォームがたいへん安定しており、このことが競技の結果の良し悪しを決めているということでした。非常に参考になりました。　また外国選手との交流にはとても和やかに接してもらい、楽しい日々でした。特に、トリプルズとフォアーズの2ゲームを戦った中国の選手とは親近感を持てた大会でした。　この大会を良い経験として、更に上達できるように頑張りたいと思います。
神戸学園都市ﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ　 国頭隆雄
ブルネー、中国、香港、インド、日本、マカオ、マレーシア、パキスタン、フィリッピン、シンガポール１０地域から出場したプレイヤーとの試合に、ローンボウルズ経験わずか3年の74歳の私が初出場できたのは、皆様のお陰だと感謝しています。

このスポーツに力を入れている地域のチームやプレイヤーは“実に強いな”と痛感しました。

こちらがボウルをジャックにどんなに近付けようとしても、その内側に入れてくるし、不利な状況になればなる程、集中度を増して、チャレンジ逆転して来るケースが多々ありました。その上、ジャックまでの距離が長くてもまた短くても、正確性は安定しています。相手の作戦は、こちらのジャックの位置が長い場合には、逆に極端に短かくしてきます。

グリーンの状態はよくわかりませんが、しあわせの村に似ている感じで、シングルスは9エンド×2セットの18エンド、それ以外の種目は14エンドと長いので体力、気力ともに必要だと痛感しました。彼らと対等に渡り合うには練習、練習、練習以外にはないと感じた次第です。

今までマレー語と中国語を少し習ってきたお陰で、コミュニケーションも楽しむことができましたと“多言語センター”を運営する神戸クロスカルチュアルセンター住野和子さんにお話ししたところ、笑顔で「よかったネ」と喜んでくださいました。もちろん共通語は英語でしたが、「おはようございます」「お元気ですか」「ありがとうございます」などの日本語を話すプレイヤー、マネージャーもいました。とくに、どの国のプレイヤーもいつもニコニコ笑顔を見せてくれたことが印象的でした。

ローンボウルズを通じての国際交流はハッピイ、ハッピイで楽しいです。

来年(2015年)は8月にブルネーで開催されるので、もう一度行けたらいいなと念願しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年12月31日（通巻第116号）


ボウルズ・ジャパン　ブリテン


　　　　　　　　　　　発行元：認定NPO法人ローンボウルズ日本　総務委員会
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